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市 長 定 例 記 者 会 見 
 

令和２年７月３１日（金） 午前１０時 

  

１．令和元年度一般会計歳入歳出決算（速報値） 

２．火山防災トップシティの取り組み強化 

３．ゼロカーボンで２０５０年をＯＫな未来へ 

～ゼロカーボンシティかごしまパートナーとの連携スタート～ 

４．八重山自然遊歩道の開設 

５．ＩＣＴで市電・市バスがもっと便利に 

６．第５回児童書出版助成作品の決定 

７．令和元年観光統計 
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報道提供資料 

令和２年７月豪雨による被災地支援 

（左）災害廃棄物処理の支援に係る球磨村への職員派遣出発式（清掃事務所） 

（右）人吉市で救出活動を行う緊急消防援助隊（鹿児島市消防局ほか） 
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令和元年度一般会計歳入歳出決算（速報値）の状況を報告する。 

 

■ 決算額の状況（速報値） 

（単位：百万円） 

        年  度 

項  目 
令和元年度 平成３０年度 増減額 

歳 入 決 算 額 

（Ａ） 
２７１，４６１ ２５６，７４２ １４，７１９ 

歳 出 決 算 額 

（Ｂ） 
２６５，２１２ ２４９，２７５ １５，９３７ 

歳 入 歳 出 差 引 額 

（Ａ）－（Ｂ）＝（Ｃ） 
６，２４９ ７，４６７ △１，２１８ 

翌年度へ繰り越すべき財源 

（Ｄ） 
１，８６６ １，５８３ ２８３ 

実 質 収 支  

（Ｃ）－（Ｄ）＝（Ｅ） 
４，３８３ ５，８８４ △１，５０１ 

 

 

 

 

税収額の対比 

                                   （単位：百万円、％） 

        年  度 

項  目 
令和元年度 平成３０年度 増減額 

税 収 額 ８８，７６２ ８７，４２７ １，３３５ 

税収額の歳入に占める割合 ３２．７ ３４．１ △１．４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．令和元年度一般会計歳入歳出決算の状況（速報値） 

■ 問い合わせ 

財政課 

０９９－２１６－１１５５ 

市民税課 

０９９－２１６－１１７１ 
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１ 火山防災強化市町村ネットワークの設立 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■火山防災強化市町村ネットワークの要望活動 

要 望 日  ７月２９日（水） 

※東京事務所を通じて内閣府・気象庁・総務省等へ要望書を提出 

要望内容  火山の研究及び監視・観測体制の充実・強化 など 

 

 

２ 桜島火山活動対策協議会に係る国への要望活動 

要 望 日  ７月２９日（水） 

※桜島周辺４市（本市・垂水市・霧島市・鹿屋市）による協議会の要望書を、東京事務所を  

通じて内閣府・気象庁・農林水産省等へ提出 

 要望内容  大規模噴火に関する防災対策の推進（内閣府）、桜島火山観測・研究の推進（気象庁）、 

防災営農対策（農林水産省） など 

 

 

３ 大量軽石火山灰対応計画に基づく住民避難訓練（図上訓練） ※本市単独主催として初の開催 

 概  要  大正噴火級の大規模噴火による市街地側への大量の

軽石・火山灰の降下を想定し、住民避難に関する現

行計画のもと、関係機関等の対応を確認するととも

に実効性等について検証する 

日  時  ８月４日（火）１３時３０分～１６時３０分 

場  所  鹿児島市役所東別館３階 災害対策室 

参加機関  鹿児島市、県、鹿児島地方気象台、京都大学、

九州運輸局、陸上自衛隊、海上保安部、県警、

NEXCO西日本、JR九州、医療機関など２１機関 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．火山防災トップシティの取り組み強化 

■火山防災強化市町村ネットワーク 

本市の呼び掛けにより、火山災害警戒地域に指定されている全国１４３市町村で７月１４日に設立 

（設立会議を書面により開催） 

目  的  火山防災に係る知識・経験の蓄積と情報共有を図るとともに、 

地域の実情を踏まえた国への要望活動等に連携して取り組む 

構  成  火山災害警戒地域に指定されている１４３市町村 

       会長：鹿児島市長、副会長：富士吉田市長（山梨県）、蔵王町長（宮城県） 

図上訓練の様子 

■ 問い合わせ 

危機管理課 

０９９－２１６－１５１３ 
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２０５０年までに本市域内でＣＯ２排出量実質ゼロを目指す「ゼロカーボンシティかごしま（令和元年  

１２月宣言）」の実現のため、「ゼロカーボンシティかごしまパートナー」と連携する取組をスタートする。 

 

１ ゼロカーボンシティかごしまパートナー 

 市と連携し、ＣＯ２排出量の削減に資する取組や情報発信を行う事業者をパートナーとして登録 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 市電「ゼロカーボンシティかごしま号」出発式 

 日 時  ８月７日（金）午前１０時４５分から 

 場 所  市交通局操車場 

 出席者  市長、ゼロカーボンシティかごしまパートナー、 

そらのまち保育園（エコ保育所認定園）園児 など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 燃料電池自動車より電気を供給するなどエコな出発式を実施します ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．ゼロカーボンで２０５０年をＯＫな未来へ 

～ゼロカーボンシティかごしまパートナーとの連携スタート～ 

 

■そらのまち保育園 

・国が実施した第３回「ジャパン SDGｓアワード」において、

特別賞「パートナーシップ賞」を受賞（2019年 12月） 

・本市エコ保育所等の認定園で

もあり、持続可能な社会実現

のため、幼児期からの教育に

力を入れている 

ロゴマーク 

を基調とし 

たデザイン 

■登録企業・団体（１７社・団体） ※５０音順  

今別府産業(株)         内村建設(株)         (公財)かごしま環境未来財団     

(株)鹿児島銀行         鹿児島相互信用金庫      鹿児島トヨタ自動車(株)   

鹿児島三菱自動車販売(株)    九州エナジー(株)       (株)シンケン      

ＧＭＯペパボ(株)        南国殖産(株)         (株)ナンワエナジー   

日本ガス(株)          マルヤガーデンズ       三菱電機(株)鹿児島営業所   

(株)南九州ファミリーマート   (株)山形屋 

［車両形式：9500形］ 

■ 問い合わせ 

環境政策課 

０９９－２１６－１２９６ 
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郡山町にある八重山の登山道を本市で９カ所目の自然遊歩道に指定する。 

 

１ 鹿児島市八重山自然遊歩道（郡山町） 

コ ー ス  約２．８キロメートル 

（八重山公園第２駐車場～八重山山頂） 

指 定 日  ８月２日（日） 

所要時間  約１時間１０分 

特  長  ・山頂からの展望（桜島、錦江湾や市街地） 

       ・森林浴（照葉樹林）など 

 

２ 開設セレモニー 

 日  時  ８月２日（日）午前１０時から（荒天時は中止）    

場  所  八重山公園第２駐車場 

出 席 者  市長、議長、地元住民（校区コミュニティ協議会、郡山小児童）など 

関連行事  開設セレモニー終了後、専門家と一緒に「八重山ウォーク＆自然観察会」を実施 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．八重山自然遊歩道の開設 

■ 問い合わせ 

環境保全課 

０９９－２１６－１２９８ 

 

展望広場からの眺望 
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 市電・市バスの利便性向上や観光客等の利用促進を図るため、８月１日からＩＣＴを活用した新たなサー

ビスを開始する。 

 

１ スマホ一日乗車券 

 概  要  現行の紙製・スクラッチ方式の一日乗車券に加え、新たに  

スマートフォン上で購入して使用できる「スマホ一日乗車券」

を導入する 

利用方法  専用アプリ（※）をダウンロードしたスマートフォン等で  

一日乗車券を購入し、降車時に乗車券画面を提示することで

利用可能 

       ※ジョルダン㈱が運営する「乗換案内」アプリ 

対象車両  市電（観光レトロ電車含む）、市バス、カゴシマシティビュー 

料  金  大人６００円、小児３００円（紙製・スクラッチ方式と同額） 

 

 

２ 観光おもてなしラピカ 

概  要  観光客や修学旅行生向けに、デポジットなしの

「観光おもてなしラピカ」を販売する 

価  格  １，０００円（１，０００円分乗車可能） 

発売枚数  ３，０００枚（限定） 

発売場所  鹿児島中央駅総合観光案内所・市内ホテル等 

 

 

 

３ 交通局公式ツイッター 

発信情報  ・災害、事故発生等による運休や臨時的なダイヤの変更 

      ・ダイヤ改正、路線見直し 

     ・市民のひろば、フェイスブック掲載記事 

     ・イベント等の情報 など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．ＩCＴで市電・市バスがもっと便利に 

■ 問い合わせ 

交通局 総合企画課 

０９９－２５７－２１１１ 

 

スマホ一日乗車券画面 

観光おもてなしラピカ 

■ フェイスブックでも情報発信中！ 
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本市に根ざした文学振興の取り組みとして、児童文学の書き手の育成を図るため実施している児童書出版

助成について、第５回の助成作品が決定した。 

 

 

助成作品   まみちゃんのなみだのあじ（ジャンル：絵本） 

 

作  者   文：南
みなみ

  善
よし

文
ふみ

 氏（本市在住） 

絵：益山
ますやま

  素々
す ず

 氏（本市在住） 

 

作品内容   昭和４０年代前半、幼い三姉弟と面倒見のいい「ばっばん（※）」のふれあいを 

実話に基づいて書かれた絵本 

※「ばっばん」は、鹿児島弁で「おばあさん」の意味 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■ 問い合わせ 

文化振興課 

０９９－２１６－１５０１ 

 

６．第５回児童書出版助成作品の決定 

■児童書出版助成 制度概要 

 ・児童文学の書き手の育成を図るため、児童書に関する「原稿」を募集し、優れた作品に対して出版

助成を行うもの 

・助成額は、出版実費の１/２以内（上限５０万円）で、出版後に助成 

・助成対象の出版物は、市内の学校・図書館等に配付予定。 

表紙イメージ 
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令和元年観光統計を公表する。 

 

   令和元年 対前年増減数 対前年比 

入込観光客数 １，０００万７千人 ▲１８万７人 ９８．２％ 

宿泊観光客数 ３９２万人 ▲１８万人 ９５．６％ 

うち外国人宿泊観光客数 ４９万３千人 １０万５千人 １２７．１％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．令和元年観光統計 

■ 問い合わせ 

観光プロモーション課 

０９９－２１６－１５１０ 

 

ラグビーワールドカップ 2019南アフリカ代表チーム 鹿児島キャンプ 

かごしま錦江湾サマーナイト花火大会 鹿児島マラソン 

焼酎ストリート おはら祭 

※詳細については、記者会見終了後、引き続き、災害対策室にて 

担当課から説明を行います。 
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≪“美味のまち鹿児島”づくりイベント支援事業・観光事業創出支援事業≫ 
 

新しい生活様式や業種別ガイドライン等を踏まえた民間主催の新規イベント等を支援します。 

（小規模イベントやオンライン活用イベントなど） 

 

①「トトタベローネ in桜島」 ※ミニイベントの複数開催 

  

内 容 “錦江湾の深海魚”を使った新たなメニューや 

特産品開発を目指し、子ども向け深海魚学習会、 

飲食店での深海魚オリジナルメニュー提供イベント、 

深海魚を使用した新特産品試食会などを実施 

 

時 期 ８月～３月（予定） 

 

主 催 トトタベローネ in 桜島実行委員会 

（事務局：ＫＫＢ鹿児島放送） 

 

 

②飲食店が作る鹿児島のテイクアウトグルメ ～ 一店一品（逸品）コンテスト ～  

※ドライブスルー形式・オンライン投票を採用 

 

内 容 新しい生活様式の中で生まれた 

「テイクアウトグルメ」に焦点を当て、 

鹿児島発のヒット商品を生み出すための 

コンテストを開催 

 

時 期 １２月～２月（予定） 

 

主 催 南日本リビング新聞社 

 

 

 

③錦江湾クルーズ遊覧観光事業 ※アウトドア・オープンエア、マイクロツーリズムに対応 

 

内 容 錦江湾を活かした観光事業として、 

新たなテーマや航路でのクルーズを実施 

      （新テーマ） 

自然満喫・アドベンチャー体験、 

「地産地消」の食を楽しむ、 

ロマンと出会い、火山防災教育 など 

 

時 期 ９月～（予定） 

 

主 催 ㈱城山ストアー船舶事業部 

～本市観光の回復に向け、新たな観光の魅力づくりを進めています～ 

子ども向け釣り体験（イメージ） 

ドライブスルーでの受け取り（イメージ） 

錦江湾クルーズ（イメージ） 


